
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかの学校より一足早く始まった櫛形北小の３学期。今日の始業式での校長の話の概略を紹介します。 

 

１３日間の冬休み，みなさんはどのようにして過ごしましたか？コウツウジゴラやフシンシャーク 

  にあった人はいなかったようですが，ダラダライオンやカネゴンに襲われてしまった人はいなかった 

でしょうか？もし，そんな人がいたとしても，今日から気持ちを切り替えて頑張れば大丈夫です！今 

年１年が素晴らしい年になるように，今日から頑張っていきましょう。 

３学期はとても短い学期です。修了式のある３月２６日まで，学校に来る日は５２日，６年生は卒 

  業式が行われる３月１８日まで，学校に来る日は４８日です。とても短い３学期ですが，みなさんに 

とっては今まで以上に大切な時期になります。それは，この３学期が１年間のまとめをするとともに， 

新しい年に向けての準備をする学期だからです。６年生は４月からは中学生となり，新しい世界での 

生活が始まります。５年生は４月から最上級生として，この櫛形北小学校を引っ張っていくリーダー 

となります。４年生は高学年の仲間入りをして，５年生を支えて頑張ってもらうことになりますし， 

３年生，２年生，１年生も４月にはそれぞれ一つ上の学年になり，下級生の面倒を見たり，新しい勉 

強が始まったりします。そんな４月から始まる「新しい世界」でも，きちんと自分の力を発揮して頑 

張ることができるように，この３学期はここにいるみなさん一人一人が，これ 

まで以上に前向きに物事に取り組み，しっかりとした力をつける学期にしてほ 

しいと思います。 

そのために，とても大切なのが「目標を持つ」ということです。あまり大き 

な目標ではなく，毎日続けられそうなこと，３学期の間にできるようになりた 

いことを自分なりの目標にして取り組んでいくことで，今よりも成長した自分 

になれるはずです。もうすでに今年１年の目標を決めて頑張っている人もたく 

さんいると思いますが，まだの人は今からでも大丈夫です。ぜひ，自分なりの 

目標を決めて，その実現に向けて頑張る３学期にしていきましょう。 

今回は，新しい怪獣の紹介はありませんが，３学期も，２学期に紹介した 

「イイね！」にたくさん出会うことができるように，毎日の学校生活を頑張っ 

ていってほしいと思います。校長先生も，みんなのいいところをたくさん見つ 

けて，学校だよりやホームページで紹介していきます。 

令和４年１月７日 Ｎｏ．４２ 文責：佐野紳二 

櫛形北小学校 学校通信 

櫛形北小学校の子どもたちと 

子どもたちに関わるすべてのみなさんにとって 

本年が素晴らしい年となりますようお祈り申し上げます 

今年もよろしくお願いします 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

冬休み中の学校のようす 

 みなさんが学校に来なかった冬休みの間に，業者の方が教室のじゅうたん清掃

とろうかのワックスがけを行ってくれました。じゅうたんがきれいになったのは

ちょっと分かりにくいかも知れませんが，ろうかはピカピカになっているのでよ

く分かると思います。 

           ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 １月５日から今日（７日）の朝まで，北小の校庭で耐寒ラジオ体操が行われました。私は初日の朝にお邪魔

させていただきましたが，寒い中にも関わらず５０人

以上の方が校庭に来て，体操をしていました。「小学生

はあんまり来ないかなぁ…」と思っていましたが，１年

生から６年生まで，何人もの小学生も参加していまし

た。早起きしてラジオ体操，イイね！ 

ハロー，アゲイン 

 

一足遅れの，年賀状が届いた。 

遥か彼方からやって来たカードには，平仮名で「あけましておめでとうございます」と書かれて 

いる。 

 

差出人は，娘が短期留学していた時の友人で，カナダ人の若いご夫婦だ。 

昨年の春に，初めて日本に遊びに来た際に，日本の暮らしを見せてあげたい，と娘が連れてきた 

のだ。 

カードを見た夫も「へぇ，うまく書くもんだ」と，嬉しそうに眺めている。 

 

海外旅行にだって行ったことのない私たち夫婦。 

外国からのお客様をお招きするのも，初めての経験だった。 

  花を活けたり，日本ぽいかしら，と普段は使わない和食器を出してみたりてんやわんや。 

タンスから着物を引っ張り出して着付けして（背の高いご主人には丈が足りなかったけれど）， 

お茶の先生のお宅でお点前をいただいた時には，緊張しながらも，二人ともとても喜んで，写真 

をたくさん撮っていたっけ。 

  娘の通訳を頼りながら，カタコトの英語と日本語と， 

あとは身振り手振り。 

言葉は通じなかったかもしれないけど， 

気持ちは通じた気がして，楽しかった。 

  帰る時には，「日本のおかあさん」と呼んでくれて感謝のハグ。 

二泊のみの短い滞在だったが，涙腺がゆるんだ。 

 

  あれから私たちは，英会話教室に通い始めた。 

いくつになっても，学ぶというのは楽しいものだ。 

目標があれば，なおのこと。めざせ！ カナダ旅行。         （花王「暮らし百景」より） 


